
(57)【要約】

【課題】　通話相手により受話音質を自動的に切替でき

るようにして、常に受話音声を聞き取り易い状態に調整

可能な通信端末装置を提供する。

【解決手段】　通信機能２０１と、受話音質調整機能２

０２と、着信時における発信者番号検出機能２０３と、

発信時における相手番号認識機能２０４と、電話番号と

受話音調整状態を対応して記憶する記憶手段２０５と、

入力手段２０６と、識別手段２０７と、発信者番号また

は相手番号と記憶されている電話番号が一致したときは

、電話番号と対応して記憶されている受話音調整状態を

設定する受話制御手段２０８とを有する通信端末装置１

０。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 部 装 置 と の 通 信 機 能 と 、 受 話 音 調 整 機 能 と 、 着 信 時 の 発 信 者 番 号 検 出 機 能 と を 有 す る
通 信 端 末 装 置 に お い て 、
発 信 者 番 号 と 対 応 さ せ 受 話 音 調 整 状 態 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
前 記 記 憶 手 段 へ の 受 話 音 調 整 状 態 の 入 力 を お こ な う 入 力 手 段 と 、
前 記 記 憶 手 段 に よ り 記 憶 さ れ て い る 電 話 番 号 と 着 信 時 に 検 出 し た 発 信 者 番 号 が 一 致 す る か
を 識 別 す る 識 別 手 段 と 、
前 記 識 別 手 段 が 一 致 と 判 定 し た と き は 前 記 記 憶 手 段 に よ り 記 憶 さ れ て い る 発 信 者 番 号 と 対
応 し た 受 話 音 調 整 状 態 を 設 定 し 前 記 識 別 手 段 が 不 一 致 と 判 定 し た と き は 予 め 決 め て い た 受
話 音 調 整 状 態 を 設 定 す る 受 話 制 御 手 段 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 通 信 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 外 部 装 置 と の 通 信 機 能 と 、 受 話 音 調 整 機 能 と 、 発 信 時 の 相 手 番 号 認 識 機 能 と を 有 す る 通
信 端 末 装 置 に お い て 、
相 手 番 号 と 対 応 さ せ 受 話 音 調 整 状 態 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
前 記 記 憶 手 段 へ の 受 話 音 調 整 状 態 の 入 力 を お こ な う 入 力 手 段 と 、
前 記 記 憶 手 段 に よ り 記 憶 さ れ て い る 電 話 番 号 と 発 信 時 に 認 識 し た 相 手 番 号 が 一 致 す る か を
識 別 す る 識 別 手 段 と 、
前 記 識 別 手 段 が 一 致 と 判 定 し た と き は 前 記 記 憶 手 段 に よ り 記 憶 さ れ て い る 相 手 番 号 と 対 応
し た 受 話 音 調 整 状 態 を 設 定 し 前 記 識 別 手 段 が 不 一 致 と 判 定 し た と き は 予 め 決 め て い た 受 話
音 調 整 状 態 を 設 定 す る 受 話 制 御 手 段 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 通 信 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 外 部 装 置 と の 通 信 機 能 と 、 受 話 音 調 整 機 能 と 、 着 信 時 の 発 信 者 番 号 検 出 機 能 と 、 発 信 時
の 相 手 番 号 認 識 機 能 と を 有 す る 通 信 端 末 装 置 に お い て 、
発 信 者 番 号 ま た は 相 手 番 号 と 対 応 さ せ 受 話 音 調 整 状 態 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
前 記 記 憶 手 段 へ の 受 話 音 調 整 状 態 の 入 力 を お こ な う 入 力 手 段 と 、
前 記 記 憶 手 段 に よ り 記 憶 さ れ て い る 電 話 番 号 と 着 信 時 に 検 出 し た 発 信 者 番 号 ま た は 発 信 時
に 認 識 し た 相 手 番 号 が 一 致 す る か を 識 別 す る 識 別 手 段 と 、
前 記 識 別 手 段 が 一 致 と 判 定 し た と き は 前 記 記 憶 手 段 に よ り 記 憶 さ れ て い る 発 信 者 番 号 ま た
は 相 手 番 号 と 対 応 し た 受 話 音 調 整 状 態 を 設 定 し 前 記 識 別 手 段 が 不 一 致 と 判 定 し た と き は 予
め 決 め て い た 受 話 音 調 整 状 態 を 設 定 す る 受 話 制 御 手 段 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 通 信 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 入 力 手 段 は 、 前 記 記 憶 手 段 へ の 受 話 音 調 整 状 態 の 入 力 は 通 話 終 了 時 に お こ な う 入 力
手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 通 信 端 末 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 受 話 音 調 整 状 態 の 既 定 値 を 設 定 し て お き 、 入 力 手 段 に よ っ て 入 力 さ れ た 受 話 音 調 整 状 態
が 前 記 受 話 音 調 整 値 の 既 定 値 と 同 じ と き に 前 記 記 憶 手 段 へ の 受 話 音 調 整 状 態 を 入 力 し な い
よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 通 信 端 末 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 受 話 音 の 調 整 機 能 を 備 え た 通 信 端 末 装 置 に 関 し 、 特 に 通 話 相 手 に よ り 受 話 音
を 調 整 で き る よ う に し た 通 信 端 末 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 、 通 信 端 末 装 置 に お け る 受 話 音 の 調 整 機 能 と し て は 、 受 話 音 の 音 量 を 調 整 （ 大

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-136788 A 2005.5.26



き さ の 制 御 ） で き る 機 能 と 、 受 話 音 の 音 質 を 調 整 （ 音 声 周 波 数 帯 域 の 制 御 ） で き る 機 能 を
備 え て い る 。 ま た 、 受 話 音 の 音 質 調 整 を す る 場 合 に お い て 、 周 囲 騒 音 に よ っ て 音 声 帯 域 を
自 動 的 に 切 替 で き る も の も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 音 質 調 整 は 移 動 電 話 機 に 関 し て は 有 効 で あ る が 、 一 般 家 庭 や
事 務 所 等 で 固 定 的 に 使 用 す る 電 話 機 等 （ 通 信 端 末 装 置 ） で は 必 要 性 が 少 な く 、 利 用 価 値 が
低 か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ７ ３ ８ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 一 般 家 庭 や 事 務 所 等 で 固 定 的 に 使 用 す る 通 信 端 末
装 置 の 場 合 は 、 周 囲 騒 音 に よ る 音 質 の 自 動 切 替 で は な く 、 通 話 相 手 に よ り 受 話 音 質 を 自 動
的 に 切 替 で き る よ う に し て 、 常 に 受 話 音 声 を 聞 き 取 り 易 い 状 態 に 調 整 可 能 な 通 信 端 末 装 置
を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 外 部 装 置 と の 通 信 機 能 と 、 受 話 音 調 整 機 能 と 、
着 信 時 の 発 信 者 番 号 検 出 機 能 と を 有 す る 通 信 端 末 装 置 に お い て 、 発 信 者 番 号 と 対 応 さ せ 受
話 音 調 整 状 態 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、 前 記 記 憶 手 段 へ の 受 話 音 調 整 状 態 の 入 力 を 行 う 入 力
手 段 と 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 電 話 番 号 と 着 信 時 に 検 出 し た 発 信 者 番 号 が 一 致 す
る か を 識 別 す る 識 別 手 段 と 、 前 記 識 別 手 段 が 一 致 と 判 定 し た と き は 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ
れ て い る 発 信 者 番 号 に 対 応 し た 受 話 音 調 整 状 態 を 設 定 し 前 記 識 別 手 段 が 不 一 致 と 判 定 し た
と き は 予 め 決 め て い た 受 話 音 調 整 状 態 を 設 定 す る 受 話 制 御 手 段 と を 備 え た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 外 部 装 置 と の 通 信 機 能 と 、 受 話 音 調 整 機 能 と 、 発 信 時 の 相 手 番 号 認 識
機 能 と を 有 す る 通 信 端 末 装 置 に お い て 、 相 手 番 号 と 対 応 さ せ 受 話 音 調 整 状 態 を 記 憶 す る 記
憶 手 段 と 、 前 記 記 憶 手 段 へ の 受 話 音 調 整 状 態 の 入 力 を お こ な う 入 力 手 段 と 、 前 記 記 憶 手 段
に 記 憶 さ れ て い る 電 話 番 号 と 発 信 時 に 認 識 し た 相 手 番 号 が 一 致 す る か を 識 別 す る 識 別 手 段
と 、 前 記 識 別 手 段 が 一 致 と 判 定 し た と き は 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 相 手 番 号 に 対 応
し た 受 話 音 調 整 状 態 を 設 定 し 前 記 識 別 手 段 が 不 一 致 と 判 定 し た と き は 予 め 決 め て い た 受 話
音 調 整 状 態 を 設 定 す る 受 話 制 御 手 段 と を 備 え た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 入 力 手 段 は 、 通 話 終 了 時 に 受 話 音 調 整 状 態 の 入 力 を 行 う 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 一 度 発 信 し た 相 手 番 号 （ 電 話 番 号 ） 、 お よ び 、 一 度 着 信 し た 発 信 者 番
号 （ 電 話 番 号 ） は 、 通 話 終 了 時 に 電 話 番 号 と 対 応 さ せ 通 話 終 了 時 の 受 話 音 の 調 整 状 態 を 記
憶 し て お き 、 次 の 着 信 ま た は 発 信 時 に 、 記 憶 さ れ て い る 電 話 番 号 と 一 致 し た 場 合 は 対 応 し
た 受 話 音 の 調 整 状 態 を 設 定 す る 。 こ れ に よ り 例 え ば 相 手 が 女 性 等 で 高 い 声 の 場 合 は 音 声 帯
域 の 低 域 を 強 調 し た 受 話 音 声 調 整 を し て 軟 ら か い 音 に し て 聞 き 易 く し 、 相 手 が 男 性 等 で 低
い 声 の 場 合 は 音 声 帯 域 の 高 域 を 強 調 し た 受 話 音 声 調 整 を し て 聞 き 易 く し て 通 話 を 終 了 す れ
ば 、 次 に 同 じ 相 手 と 通 話 し た と き に は 記 憶 さ れ て い る 受 話 音 の 調 整 状 態 が 自 動 的 に 設 定 さ
れ る こ と に な り 、 利 用 者 に と っ て 受 話 音 調 整 の 利 用 価 値 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 実 施 形 態 で は 通 信 端 末 装 置 と
し て 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 電 話 機 を 例 に あ げ て 説 明 す る 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例
え ば 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 電 話 機 の 代 わ り に 、 留 守 番 電 話 機 や 、 フ ァ ク シ ミ リ 機 能 付 き 電 話 機 、 ま た
は 、 携 帯 端 末 や Ｐ Ｈ Ｓ 端 末 を 用 い て も 良 い 。 さ ら に 、 ボ タ ン 電 話 装 置 や 構 内 交 換 装 置 の 内
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線 電 話 機 で 実 施 し て も 良 い 。 ま た 、 以 下 の 説 明 で は 受 話 音 の 調 整 と は 、 受 話 音 質 調 整 を 主
体 と し 、 受 話 音 量 調 整 は 補 足 的 に 説 明 す る が 、 受 話 音 質 調 整 、 ま た は 受 話 音 量 調 整 の い ず
れ か 片 方 の み に 限 定 し て 実 施 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に か か る 通 信 端 末 装 置 １ ０ の 構 成 概 略 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 制 御
部 ２ ０ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 に 関 す る 各 手 段 の 概 略 フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に か か る 通 信 端 末 装 置 １ ０ は 、 デ ー タ 送 受 信 回 路 部 １ １ と 、
音 声 処 理 部 １ ２ と 、 ス ピ ー カ １ ３ と 、 周 波 数 帯 域 フ ィ ル タ １ ４ と 、 送 受 話 器 １ ５ と 、 Ｌ Ｃ
Ｄ 表 示 器 １ ６ と 、 ダ イ ヤ ル キ ー １ ７ と 、 機 能 キ ー １ ８ と 、 音 質 調 整 キ ー １ ９ と 、 制 御 部 ２
０ と を 有 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 デ ー タ 送 受 信 回 路 部 １ １ は 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 に 接 続 さ れ 、 該 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 と 制 御 デ ー タ 、
音 声 デ ー タ の 通 信 を 行 う た め の イ ン タ フ ェ ー ス 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 音 声 処 理 部 １ ２ は 、 音 声 の デ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ 変 換 、 ア ナ ロ グ ／ デ ジ タ ル 変 換 と 、 通 信
端 末 装 置 内 の 送 受 話 器 １ ５ や ス ピ ー カ １ ３ 等 と の 通 話 路 切 替 お よ び 各 音 量 （ 音 の 大 き さ ）
を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ス ピ ー カ １ ３ は 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 か ら 着 信 が あ っ た 場 合 の 着 信 音 送 出 や 、 ス ピ ー カ に よ る 拡
声 受 話 に 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 周 波 数 帯 域 フ ィ ル タ １ ４ は 、 受 話 音 声 の 周 波 数 帯 域 を 選 択 す る た め の フ ィ ル タ で あ り 、
受 話 音 声 の 周 波 数 を 高 周 波 数 帯 域 に 制 限 す る 高 域 フ ィ ル タ と 、 低 周 波 数 帯 域 に 制 限 す る 低
域 フ ィ ル タ と で 構 成 さ れ 、 各 フ ィ ル タ は 各 々 独 立 し て 選 択 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、
高 域 フ ィ ル タ の み を 選 択 し た 場 合 に は 、 音 声 処 理 部 １ ２ か ら 出 力 さ れ る 信 号 の う ち 高 周 波
数 側 が 通 過 さ れ て 送 受 話 器 １ ５ か ら 受 話 音 声 と し て 出 力 さ れ る た め 、 高 周 波 数 側 （ 高 音 域
） が 強 調 さ れ 、 聞 き 取 り 易 い 受 話 音 声 と な り 。 逆 に 、 低 域 フ ィ ル タ の み を 選 択 し た 場 合 に
は 、 低 周 波 数 側 （ 低 音 域 ） が 強 調 さ れ 、 受 話 音 声 の 音 質 が 軟 ら か い も の と な る 。 ま た 、 高
域 フ ィ ル タ と 低 域 フ ィ ル タ の 両 方 を 選 択 し た 場 合 に は 、 通 常 の 音 質 （ フ ラ ッ ト 特 性 ） と な
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 送 受 話 器 １ ５ は 、 一 般 的 な 通 話 時 の 送 話 、 受 話 を 行 う た め の ハ ン ド セ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 器 １ ６ は 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 に 発 信 し た と き の 相 手 電 話 番 号 表 示 、 着 信 し た と き
の 発 信 者 番 号 表 示 、 等 の 表 示 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ダ イ ヤ ル キ ー １ ７ は 、 相 手 電 話 番 号 の 入 力 に 使 用 す る 。 ま た 、 各 種 設 定 の 入 力 手 段 と し
て も 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 機 能 キ ー １ ８ は 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 電 話 機 で 一 般 的 に 使 用 す る 保 留 や 拡 声 受 話 、 各 種 設 定 へ の 移
行 等 の ボ タ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 音 質 調 整 キ ー １ ９ は 、 通 話 中 の 受 話 音 声 の 音 質 を 高 音 域 に す る か 、 低 音 域 に す る か 、 フ
ラ ッ ト 特 性 に す る か の 選 択 に 用 い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 制 御 部 ２ ０ は 、 通 信 端 末 装 置 １ ０ 内 の 各 回 路 か ら の 入 力 情 報 に 対 す る 解 析 や 判 断 、 各 回
路 の 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 次 に 、 図 ２ を 用 い て 、 通 信 端 末 装 置 １ ０ の 制 御 部 ２ ０ 内 に お け る 機 能 構 成 の 概 要 を 説 明
す る 。 図 ２ は 、 本 発 明 に 関 係 す る 部 分 の み を 図 示 し て あ る 。 な お 、 図 ２ で は 入 力 手 段 ２ ０
６ は 、 通 話 終 了 時 に 自 動 的 に 行 う こ と で 説 明 す る が 、 こ の よ う な 構 成 で は な く て 、 予 め 電
話 番 号 と 受 話 音 調 整 状 態 を 登 録 し て お く こ と で 実 施 で き る こ と は 自 明 で あ る 。 図 ２ に お い
て 、 通 信 端 末 装 置 １ ０ の 制 御 部 ２ ０ は 、 通 信 機 能 ２ ０ １ と 、 受 話 音 質 調 整 機 能 ２ ０ ２ と 、
発 信 者 番 号 検 出 機 能 ２ ０ ３ と 、 相 手 番 号 認 識 機 能 ２ ０ ４ と 、 記 憶 手 段 ２ ０ ５ と 、 入 力 手 段
２ ０ ６ と 、 識 別 手 段 ２ ０ ７ と 、 受 話 制 御 手 段 ２ ０ ８ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 通 信 機 能 ２ ０ １ は 、 デ ー タ 送 受 信 回 路 部 １ １ を 経 由 し て 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 と の 通 信 を お こ
な い 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 よ り 着 信 が あ っ た 場 合 に は 、 受 信 し た 着 信 情 報 を 発 信 者 番 号 検 出 機 能
２ ０ ３ に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 受 話 音 質 調 整 機 能 ２ ０ ２ は 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 と の 通 話 中 に 音 質 調 整 キ ー １ ９ の 押 下 に よ り
、 受 話 音 声 の 音 質 を 、 高 音 域 、 フ ラ ッ ト 特 性 、 低 音 域 （ 以 下 、 押 下 の 度 に 繰 り 返 す ） と 順
次 切 替 え 、 受 話 制 御 手 段 ２ ０ ８ に 周 波 数 帯 域 フ ィ ル タ １ ４ の 高 域 フ ィ ル タ 、 お よ び 、 低 域
フ ィ ル タ の 選 択 を 指 示 す る と 共 に 、 入 力 手 段 ２ ０ ６ に も 通 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 発 信 者 番 号 検 出 機 能 ２ ０ ３ は 、 通 信 機 能 ２ ０ １ よ り 通 知 さ れ た 着 信 情 報 に 発 信 者 番 号 が
含 ま れ て い る 場 合 は 、 入 力 手 段 ２ ０ ６ と 識 別 手 段 ２ ０ ７ に 通 知 し 、 発 信 者 番 号 が 含 ま れ て
い な い 場 合 （ 例 え ば 、 番 号 通 知 拒 否 、 公 衆 電 話 、 等 ） は 、 着 信 音 送 出 等 の 着 信 処 理 に 引 き
継 ぐ 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 相 手 番 号 認 識 機 能 ２ ０ ４ は 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 へ の 発 信 時 に 相 手 番 号 と し て 入 力 さ れ る ダ イ
ヤ ル キ ー １ ７ の 押 下 を 検 出 し 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 へ 呼 設 定 を 送 信 で き る 状 態 に な っ た 場 合 、 相
手 番 号 を 入 力 手 段 ２ ０ ６ と 、 識 別 手 段 ２ ０ ７ に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 記 憶 手 段 ２ ０ ５ は 、 入 力 手 段 ２ ０ ６ か ら 受 信 し た 電 話 番 号 （ 発 信 者 番 号 ま た は 相 手 番 号
） と 、 発 信 者 番 号 ま た は 相 手 番 号 に 対 応 し た 受 話 音 質 調 整 状 態 （ 高 音 域 、 フ ラ ッ ト 特 性 、
低 音 域 の い ず れ か ） 、 お よ び 、 図 示 さ れ て い な い が 受 話 音 量 の 小 、 標 準 、 大 の い ず れ か の
状 態 （ 受 話 音 量 調 整 状 態 ） を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 入 力 手 段 ２ ０ ６ は 、 通 話 終 了 時 に 、 発 信 者 番 号 検 出 機 能 ２ ０ ３ か ら 受 信 し た 発 信 者 番 号
、 ま た は 、 相 手 番 号 認 識 機 能 ２ ０ ４ か ら 受 信 し た 相 手 番 号 と 、 受 話 音 質 調 整 機 能 ２ ０ ２ か
ら 受 信 し た 受 話 音 質 調 整 状 態 （ 高 音 域 、 フ ラ ッ ト 特 性 、 低 音 域 の い ず れ か ） と 、 図 示 し て
い な い が 受 話 音 量 調 整 状 態 （ 小 、 標 準 、 大 の い ず れ か ） を 、 記 憶 手 段 ２ ０ ５ に 通 知 す る 。
な お 、 記 憶 で き る メ モ リ 量 に は 制 限 が あ る の で （ 例 え ば 、 １ ０ ０ ０ 件 ま で ） 、 ソ ー ト 処 理
を 行 い 、 空 き メ モ リ が な い 場 合 に は 、 メ モ リ の 先 頭 に 記 憶 さ れ た 内 容 を 削 除 す る 制 御 も 行
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 識 別 手 段 ２ ０ ７ は 、 発 信 者 番 号 検 出 機 能 ２ ０ ３ 、 ま た は 、 相 手 番 号 認 識 機 能 ２ ０ ４ よ り
通 知 さ れ た 電 話 番 号 が 、 記 憶 手 段 ２ ０ ５ に 記 憶 さ れ て い る か の 検 索 （ 電 話 番 号 の 照 合 ） を
行 い 、 記 憶 さ れ て い る （ 電 話 番 号 が 一 致 し た ） 場 合 は 、 電 話 番 号 と 対 応 し て 記 憶 さ れ て い
る 受 話 音 質 調 整 状 態 と 受 話 音 量 調 整 状 態 を 受 話 制 御 手 段 ２ ０ ８ へ 通 知 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 受 話 制 御 手 段 ２ ０ ８ は 、 識 別 手 段 ２ ０ ７ か ら 受 信 し た 受 話 音 質 調 整 状 態 と 受 話 音 量 調 整
状 態 を 各 々 、 周 波 数 帯 域 フ ィ ル タ １ ４ 、 お よ び 音 声 処 理 部 １ ２ に 指 示 す る 。 ま た 、 通 話 中
に 受 話 音 質 調 整 機 能 ２ ０ ２ よ り 受 信 し た 受 話 音 質 調 整 状 態 に よ り 周 波 数 帯 域 フ ィ ル タ １ ４
に 指 示 す る 。 ま た 、 図 示 し て い な い が 、 受 話 音 量 切 替 に よ る 受 話 音 量 調 整 状 態 を 音 声 処 理
部 １ ２ に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 次 に 、 図 ３ を 用 い て 本 発 明 に 関 す る 各 手 段 に お け る 処 理 の 概 略 フ ロ ー チ ャ ー ト を 説 明 す
る 。 図 ３ は 、 本 発 明 に 関 係 す る 部 分 を 主 に 図 示 し て あ る 。 ま ず 、 処 理 が 開 始 さ れ る と 、 各
回 路 、 各 メ モ リ を 初 期 設 定 （ イ ニ シ ャ ラ イ ズ ） す る （ Ｓ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 続 い て 、 通 信 端 末 装 置 １ ０ の 状 態 監 視 に 入 り 、 ま ず 、 通 信 機 能 ２ ０ １ に 相 当 す る 処 理 で
、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 か ら 着 信 が あ る か を 検 出 す る （ Ｓ １ １ ） 。 着 信 を 検 出 す る と 、 発 信 者 番 号
検 出 機 能 ２ ０ ３ に 相 当 す る 処 理 で 、 着 信 情 報 に 発 信 者 番 号 が 含 ま れ て い る か を 検 出 す る （
Ｓ １ ２ ） 。 発 信 者 番 号 が 含 ま れ て い な い 場 合 は 、 着 信 処 理 と し て 、 着 信 音 送 出 や 着 信 ラ ン
プ 点 灯 等 の 処 理 を 行 い 、 着 信 中 状 態 に 移 行 す る （ Ｓ １ ７ ） 。 Ｓ １ ２ ス テ ッ プ で 発 信 者 番 号
を 検 出 し た 場 合 は 、 識 別 手 段 ２ ０ ７ に 相 当 す る 処 理 で 、 予 め 決 め て い た （ 既 定 の ） 受 話 音
質 調 整 状 態 を 周 波 数 帯 域 フ ィ ル タ １ ４ に 指 示 し 、 受 話 音 量 調 整 状 態 を 音 声 処 理 部 １ ２ に 指
示 す る （ Ｓ １ ３ ） 。 Ｓ １ ３ ス テ ッ プ は 、 そ の 後 の 処 理 （ Ｓ １ ４ 、 Ｓ １ ５ ） で 、 電 話 番 号 が
検 索 で き な か っ た 場 合 に は 、 既 定 の 状 態 を 使 用 す る た め に 事 前 設 定 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 識 別 手 段 ２ ０ ７ に 相 当 す る 処 理 で 、 記 憶 手 段 ２ ０ ５ に 記 憶 さ れ て い る 電 話 番 号 と
、 Ｓ １ ２ ス テ ッ プ で 検 出 し た 発 信 者 番 号 が 一 致 す る か の 検 索 （ Ｓ １ ４ ） 、 お よ び 、 判 定 （
Ｓ １ ５ ） を 行 う 。 一 致 し た 場 合 は 、 電 話 番 号 に 対 応 し て 記 憶 手 段 ２ ０ ５ に 記 憶 さ れ て い る
受 話 音 質 調 整 状 態 を 周 波 数 帯 域 フ ィ ル タ １ ４ に 指 示 し 、 受 話 音 量 調 整 状 態 を 音 声 処 理 部 １
２ に 指 示 す る （ Ｓ １ ６ ） 。 そ し て 、 前 記 し た 着 信 処 理 を 行 う （ Ｓ １ ７ ） 。 Ｓ １ ５ ス テ ッ プ
で 一 致 し な か っ た 場 合 は 、 着 信 処 理 （ Ｓ １ ７ ） に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｓ １ １ ス テ ッ プ で 、 着 信 が な か っ た 場 合 は 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 が 発 信 中 か の 判 定 を 行 う （ Ｓ
２ １ ） 。 発 信 中 の 場 合 は 、 相 手 番 号 認 識 機 能 ２ ０ ４ に 相 当 す る 処 理 で 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 へ 呼
設 定 メ ッ セ ー ジ を 送 出 で き る 状 態 に な っ て い る か を 判 定 す る （ Ｓ ２ ２ ） 。 呼 設 定 メ ッ セ ー
ジ を 送 出 で き る 状 態 と は 、 い ず れ も 公 知 で あ る が 、 相 手 番 号 の ダ イ ヤ ル キ ー 入 力 が 既 定 の
桁 数 入 力 さ れ た か 、 あ る い は 一 定 時 間 ダ イ ヤ ル キ ー 入 力 が な か っ た 場 合 等 で 、 相 手 番 号 が
揃 っ た 状 態 を い う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｓ ２ ２ ス テ ッ プ で 呼 設 定 送 出 準 備 が 完 了 し て い な い 判 定 を 行 っ た 場 合 は 、 発 信 中 の 他 の
処 理 （ 例 え ば 、 次 桁 ダ イ ヤ ル キ ー の 入 力 監 視 、 他 ） を 行 う （ Ｓ ２ ８ ） 。 呼 設 定 送 出 準 備 が
完 了 し た 場 合 は 、 識 別 手 段 ２ ０ ７ に 相 当 す る 処 理 で 、 予 め 決 て い た （ 既 定 の ） 受 話 音 質 調
整 状 態 を 周 波 数 帯 域 フ ィ ル タ １ ４ に 指 示 し 、 受 話 音 量 調 整 状 態 を 音 声 処 理 部 １ ２ に 指 示 す
る （ Ｓ ２ ３ ） 。 Ｓ ２ ３ ス テ ッ プ は 、 そ の 後 の 処 理 （ Ｓ ２ ４ 、 Ｓ ２ ５ ） で 、 電 話 番 号 が 検 索
で き な か っ た 場 合 に は 、 既 定 の 状 態 を 使 用 す る た め に 事 前 設 定 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 識 別 手 段 ２ ０ ７ に 相 当 す る 処 理 で 、 記 憶 手 段 ２ ０ ５ に 記 憶 さ れ て い る 電 話 番 号 と
、 Ｓ ２ ２ ス テ ッ プ で 判 定 し た 相 手 番 号 が 一 致 す る か の 検 索 （ Ｓ ２ ４ ） 、 お よ び 、 判 定 （ Ｓ
２ ５ ） を 行 う 。 一 致 し た 場 合 は 、 電 話 番 号 に 対 応 し て 記 憶 手 段 ２ ０ ５ に 記 憶 さ れ て い る 受
話 音 質 調 整 状 態 を 周 波 数 帯 域 フ ィ ル タ １ ４ に 指 示 し 、 受 話 音 量 調 整 状 態 を 音 声 処 理 部 １ ２
に 指 示 す る （ Ｓ ２ ６ ） 。 そ し て 、 呼 設 定 送 出 処 理 に よ り Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 へ 呼 設 定 メ ッ セ ー ジ
を 送 出 し 、 応 答 待 ち 状 態 に 移 行 す る （ Ｓ ２ ７ ） 。 Ｓ ２ ５ ス テ ッ プ で 一 致 し な か っ た 場 合 は
、 呼 設 定 送 出 処 理 （ Ｓ ２ ７ ） に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｓ ２ １ ス テ ッ プ で 発 信 中 で は な か っ た 場 合 は 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 回 線 と 通 話 中 か の 判 定 を 行 う （
Ｓ ３ １ ） 。 通 話 中 で は な か っ た 場 合 は 、 他 の 処 理 （ 例 え ば 、 着 信 中 の オ フ フ ッ ク 応 答 監 視
、 発 信 で 呼 設 定 メ ッ セ ー ジ 送 出 後 の 相 手 応 答 監 視 、 等 ） を 行 う （ Ｓ ４ ０ ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ｓ ３ １ ス テ ッ プ で 通 話 中 の 場 合 は 、 通 話 終 了 か の 判 定 を 行 い （ Ｓ ３ ２ ） 、 通 話 終 了 で は
な い 場 合 は 、 他 の 処 理 （ 例 え ば 、 保 留 操 作 の 監 視 、 等 ） を 行 う （ Ｓ ４ ０ ） 。 他 の 処 理 （ Ｓ
４ ０ ） は 、 前 記 し た が 、 フ ロ ー チ ャ ー ト 上 で の 表 現 と し て は １ つ で 示 し て い る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Ｓ ３ ２ ス テ ッ プ で 、 通 話 終 了 を 検 出 す る と 、 入 力 手 段 ２ ０ ６ に 相 当 す る 処 理 で 、 記 憶 手
段 ２ ０ ５ を 検 索 し 、 す で に 電 話 番 号 が 記 憶 さ れ て い る か を 照 合 し （ Ｓ ３ ３ ） 、 記 憶 さ れ て
い る （ 一 致 し た ） か の 判 定 を 行 い （ Ｓ ３ ４ ） 、 一 致 し た 場 合 は 、 そ の 電 話 番 号 が 記 憶 さ れ
て い た メ モ リ を 消 去 し 、 そ の メ モ リ を 埋 め る よ う に １ 件 毎 に ず ら し て 記 憶 す る 処 理 （ ソ ー
ト 処 理 ） を 行 う （ Ｓ ３ ５ ） 。 そ の 後 、 メ モ リ に 記 憶 さ れ た 内 容 の 最 後 尾 に 、 電 話 番 号 と 、
受 話 音 質 調 整 状 態 と 、 図 示 し て い な い 受 話 音 量 調 整 状 態 を 記 憶 す る （ Ｓ ３ ６ ） 。 な お 、 Ｓ
３ ４ ス テ ッ プ で 一 致 し て い な い 判 定 の 場 合 は 、 図 示 し て い な い が 、 記 憶 手 段 ２ ０ ５ に 空 き
メ モ リ が あ る か を 識 別 し 、 空 き メ モ リ が な か っ た 場 合 は 、 メ モ リ の 先 頭 に 記 憶 し て あ る 内
容 を 消 去 し 、 そ の 消 去 し た メ モ リ 領 域 を 埋 め る よ う に １ 件 毎 に ず ら し て 記 憶 す る 処 理 （ ソ
ー ト 処 理 ） を 行 っ て か ら Ｓ ３ ６ ス テ ッ プ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 Ｓ ３ ６ ス テ ッ プ を 実 行 し た 後 、 通 話 終 了 処 理 を 行 い （ Ｓ ３ ７ ） 、 待 機 中 に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 Ｓ ３ ６ ス テ ッ プ に お い て 、 受 話 音 質 調 整 状 態 お よ び ／ ま た は 受 話 音 量 調 整 状 態 の
内 容 が 、 既 定 の 受 話 音 質 調 整 状 態 お よ び ／ ま た は 既 定 の 受 話 音 量 調 整 状 態 の 内 容 と 同 じ で
あ る と き に は 、 記 憶 手 段 へ の 記 憶 を 省 略 し て も よ い 、 こ の こ と に よ っ て メ モ リ の 使 用 量 を
削 減 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 通 信 端 末 装 置 １ ０ の 構 成 概 略 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 制 御 部 ２ ０ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 に 関 す る 各 手 段 の 概 略 フ ロ ー チ ャ ー ト
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １ ０ 　 通 信 端 末 装 置
　 １ １ 　 デ ー タ 送 受 信 回 路 部
　 １ ２ 　 音 声 処 理 部
　 １ ３ 　 ス ピ ー カ
　 １ ４ 　 周 波 数 帯 域 フ ィ ル タ
　 １ ５ 　 送 受 話 器
　 １ ６ 　 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 器
　 １ ７ 　 ダ イ ヤ ル キ ー
　 １ ８ 　 機 能 キ ー
　 １ ９ 　 音 質 調 整 キ ー
　 ２ ０ 　 制 御 部
　 ２ ０ １ 　 通 信 機 能
　 ２ ０ ２ 　 受 話 音 質 調 整 機 能
　 ２ ０ ３ 　 発 信 者 番 号 検 出 機 能
　 ２ ０ ４ 　 相 手 番 号 認 識 機 能
　 ２ ０ ５ 　 記 憶 手 段
　 ２ ０ ６ 　 入 力 手 段
　 ２ ０ ７ 　 識 別 手 段
　 ２ ０ ８ 　 受 話 制 御 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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